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倭
名
類
取
水
抄
諸
本
の
系
統
推
定

ー
十
巻
本
巻
三
;
六
を
中
心
に

系
統
推
定
に
用
い
る
諸
本

倭
名
類
緊
抄
の
諸
本
は
、
十
巻
本
と
二
十
巻
本
の
二
種
に
大
別
さ
れ
、
書
写

の
古
さ
で
は
二
十
巻
本
の
高
山
寺
本
が
最
も
古
く
、
十
巻
本
の
尾
張
本
が
こ
れ

に
次
ぐ
。
両
本
は
部
門
編
成
を
異
に
し
、

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
に
多
く
の
誤
写
を

有
す
る
に
し
て
も
、
各
条
項
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
他
本
に
比
し
て
よ
く
倭
名

し
か
し
な
が
ら
、
両
本

類
緊
抄
本
文
の
古
形
を
伝
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

は
と
も
に
零
本
で
あ
り
、
こ
れ
に
欠
け
る
条
項
に
つ
い
て
は
、
他
の
諸
本
の
本

文
を
相
互
に
比
較
し
て
古
形
を
推
定
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
こ
で
諸
本
の
伝
写

相
承
の
系
統
を
考
え
る
必
要
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。

二
十
巻
本
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
所
で
あ
る
が
、
略
述
す
れ
ば
図
1
の
如

く
に
な
る
。
即
ち
高
山
寺
本
あ
る
い
は
そ
れ
と
同
類
の
本
が
改
変
さ
れ
て

B
本

が
成
り
、
こ
の

B
本
系
の
巻
一

1
巻
十
と
、
こ
れ
と
は
系
統
の
異
な
る
C
本
系

宮
津

俊
雅

A
本

l
h↓
高
山
寺
本

:
「
|
|
(
改
変
)
|
|
↓

B
本

図l

D
本

l
h↓
大
東
急
本

「
↓
伊
勢
広
本

11-

C 
本の

巻
十
一

1
巻
二
十
を
取
り
合
せ
て

D
本
が
作
ら
れ
た
。
現
存
の
大
東
急
本
・

伊
勢
広
本
は
と
も
に
、
こ
の

D
本
か
ら
の
転
写
本
で
あ
る
。
古
活
字
本
は

D
本

系
の
一
本
に
基
づ
き
、
十
巻
本
の
一
本
(
恐
ら
く
京
本
類
)

に
依
っ
て
校
訂
し

た
も
の
で
あ
る
。
古
形
本
文
を
考
え
る
際
に
は
、
現
在
、
大
東
急
本
が
完
存
し

て
い
る
以
上
、
古
活
字
本
は
特
に
顧
る
必
要
は
無
い
。
ま
た
、

B
本
(
即
ち
D

本
の
巻
一

1
巻
十
)
は
改
変
が
甚
だ
し
く
、
古
形
推
定
に
は
参
考
程
度
に
と
ど

め
ざ
る
を
得
な
い
。
従
っ
て
二
十
巻
本
と
し
て
は

A
本
(
高
山
寺
本
を
こ
れ
に
宛
て
る
)

の
巻
六

1
巻
十

C
本
(
伊
勢
広
本
・
大
東
急
本
の
異
同
を
訂
し
て
推
定
す
る
)
の
巻
十
了
、
J

巻

十

の
二
本
が
古
形
推
定
の
手
掛
り
と
な
る
。
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次
に
十
巻
本
は
、
現
在
、
京
本
・
松
井
本
・
書
陵
部
本
・
伊
勢
本
・
昌
平
本
・

(
2
)
 

尾
張
本
・
曲
直
瀬
本
・
下
総
本
の
八
本
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
曲
直

瀬
本
は
第
一
冊
(
巻
一
・
一
一
)
と
第
二
冊
(
巻
二
一
・
四
)
と
で
系
統
の
異
な
る

も
の
を
取
り
合
せ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
も
の
と
し
て
取
り
扱
う
必
要
が
あ

(

3

)

(

4

)

 

る
。
そ
こ
で
十
巻
本
は
総
計
九
本
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

右
の
九
本
の
う
ち
、
京
本
・
松
井
本
・
書
陵
部
本
・
伊
勢
本
・
曲
直
瀬
本
第

二
冊
は
同
類
で
あ
り
、
図
2
の
よ
う
に
類
別
し
て
系
統
立
て
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

を
京
本
類
と
し
て
一
本
化
す
れ
ば
、
十
巻
本
で
は
京
本
類
・
昌
平
本
・
尾
張
本
・

曲
直
瀬
本
第
一
冊
・
下
総
本
の
五
本
が
古
形
推
定
の
手
掛
り
と
な
る
。

寸
|
京
本
(
完
存
。
但
し
巻
一
(
〉
三
・
巻
七
1
十
は
転
写
本
)

一
「
|
松
井
本
(
完
存
)

ー」
1
|
書
陵
部
本
(
完
存
)

「
↓
|
伊
勢
本
(
巻
一
一
一

1
八
)

「
|
曲
直
線
本
同
(
巻
三

1
四
、
転
写
本
)

以
上
七
本
(
十
巻
本
五
本
・
二
十
巻
本
二
本
)

の
現
存
状
況
を
対
比
さ
せ
れ

ば
表
1
の
如
く
に
な
る
。
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
同
じ
条
件
下
で
現
存
本
数

も
多
く
、
し
か
も
広
範
囲
に
及
ぶ
の
は
、
十
巻
本
巻
三

i
六
(
二
十
巻
本
巻
十

一
1
十
六
)
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
十
巻
本
巻
三

i
六
(
居
慮
部
・

音
楽
具
を
除
く
)

の
範
囲
で
、
京
本
類
・
昌
平
本
・
下
総
本
・

C
本
の
四
本
の

本
文
を
比
較
し
て
、
倭
名
類
緊
抄
諸
本
の
系
統
の
大
枠
の
推
定
を
試
み
よ
う
と

思
う
。

表
七六三三

十l音楽具 居除外部 居部処 術芸部疾病部一一
形体部
十
巻

占ノ、

除音楽

具
巻

0000  00  )j¥ 

000  00  昌

O 尾 本

00  曲

0000  00  下

00  A 

O O C 

11 4 11 10 6 4 3 1 十

'富t-蓄T 捻量? 91 類調曲 疾病部 3 1 
巻

17 官調類
5 4. 形体部 巻

¥ ~ 16 
術部"" 

本

20 

類
別
と
系
統

12一

図2

一
般
に
、
伝
本
が
四
種
有
る
場
合
、
二
本
ず
つ
二
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

(
5
)
 
る
。
和
名
抄
四
本
の
場
合
に
は
、

-
(
京
本
類
・
昌
平
本
)
対
(
下
総
本
・

C
本
)

H
(京
本
類
・
下
総
本
)
対
(
昌
平
本
・

C
本
)

凹
(
京
本
類
・

C
本
)
対
(
昌
平
木
・
下
総
本
)

の
三
通
り
の
類
別
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
の
四
本
の
関
係
を
図
示

す
れ
ば
図
3
の
I
a
・
H
a
・凹

a
の
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、

こ
の
よ
う
な
類
別
を
考
え
た
場
合
、

た
だ
ち
に
I
b
・
H
b
・
m
b
の
形
を
系

統
と
し
て
推
定
し
が
ち
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
類
別
と
系
統
を
混
同
し
た
も
の
で
、

正
し
く
は
な
い
。
実
際
に
は
そ
の
よ
う
な
場
合
も
多
い
で
あ
ろ
う
が
、
厳
密
に

は
図
に
示
す
通
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
b
・
c
・
d
-
e
・
f
の
五
通
り
が



I 

下〉〈;

E 

昌ト〈7 a 

b 汗h汗~

推
定
可
目じ昌¥ 京

宅下/べc
あ

モ~r<円
下昌 C京

皿

2 c 
d 

円~ e 

円~

1
1一
人
品
川
中

~-ll 

ι-lI ~ 

」片1
円円1

な
お
図
3
の
十
五
通
り
の
系
統
図
の
う
ち
、

b

・
c
・d
-
e
の
十
二
通
り

は
祖
形
が
十
巻
本
と
な
る
。

f
の
三
通
り
は
祖
形
が
十
巻
本
か
二
十
巻
本
か
断

定
は
出
来
な
い
。
即
ち
、
単
な
る
本
文
の
比
較
か
ら
は
二
十
巻
本
原
形
説
の
立

証
は
不
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
は
二
十
巻
本
の
伝
本
が
少
い
こ
と
に
基
因
す
る
。

(
7
)
 

先
学
の
説
を
図
3
に
当
て
は
め
れ
ば
、
川
瀬
一
馬
氏
の
説
は

H
c
あ
る
い
は

m
c
で
あ
る
。
築
島
裕
氏
の
説
は
氏
が
図
示
さ
れ
た
所
で
は
田

f
で
あ
る
が
、

論
旨
に
従
え
ば
此
に
限
定
で
き
ず
、

I
f
-
H
f
も
含
ま
れ
る
。

倭名類爽抄諸本の系統推定

独
自
異
文
と
共
通
異
文

諸
本
の
系
統
を
推
定
す
る
為
に
は
、
双
立
異
文
を
取
り
上
げ
て
比
較
す
る
の

が
有
効
で
あ
る
。
双
立
異
文
と
は
、
諸
本
総
て
を
比
較
す
る
と
同
一
箇
所
に
つ

い
て
二
通
り
の
本
文
の
あ
る
場
合
を
い
い
、

四
本
の
場
合
に
は
二
本
対
二
本
あ

る
い
は
一
本
対
三
本
の
対
立
を
示
す
も
の
を
い
う
。
こ
の
種
の
対
立
は
、

お
お

む
ね
一
方
が
正
し
く
一
方
が
誤
り
と
判
断
し
て
本
文
の
伝
写
の
流
れ
を
推
定
す

る
こ
と
が
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
双
立
異
文
の
う
ち
一
本
対
他
本
の
対
立
を
、

図3

そ
の
一
本
の
双
立
独
自
異
文
(
以
下
単
に
独
自
異
文
)
、
二
本
以
上
対
二
本
以
上

の
対
立
を
双
立
共
通
異
文
(
以
下
単
に
共
通
異
文
)
と
称
す
る
こ
と
と
す
る
。

そ
こ
で
、
和
名
抄
四
本
の
双
立
異
文
を
比
較
検
討
す
る
が
、
以
下
の
も
の
は

異
文
と
し
て
は
取
り
あ
げ
な
い
。

1 

出
血
〈
名
の
略
記
。
同
一
の
出
典
が
二
条
項
以
上
に
渡
っ
て
現
れ
る
時
、

の
如
く
す
る
場
合
で
、
こ
れ
は
伝
写
の
過
程
で

復
原
可
能
で
あ
り
、
略
記
す
る
か
否
か
が
系
統
的
な
差
と
は
言
え
な
い
か

後
出
の
も
の
を
「
同
云
」

----13 

ら
で
あ
る
。

2 

条
文
中
に
現
れ
る
標
出
字
の
略
記
。
例
え
ば
「
革
」
条
の
条
文
中
の
「
革
」

3 
字
の
代
り
に
略
符
「
l
」
が
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
復
原
可
能
で
あ
る
。

和
訓
の
真
仮
名
の
字
種
の
相
違
。
例
え
ば
賀
良
岐
沼
加
良
岐
奴
の
類
。

字
種
の
相
違
は
書
写
年
代
の
差
違
に
よ
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ

る
右
の
条
件
下
で
の
四
本
聞
の
双
立
異
文
の
例
数
は
表
2
の
如
く
に
な
る
(
京

本
類
と
異
な
る
本
文
を
ム
印
で
示
し
た
)
。
こ
れ
ら
の
数
は
、
基
準
の
定
め
方
に

よ
っ
て
か
な
り
増
減
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
字
対
一
字
の
対
立
と
、
二
十
字
の

脱
文
或
い
は
五
十
八
字
の
増
注
と
を
同
じ
一
例
と
し
て
計
上
し
て
い
る
た
め
、

数
値
自
体
に
は
特
別
の
意
味
は
無
い
が
、
各
本
の
お
お
よ
そ
の
傾
向
は
知
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。
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表
2 C下昌京 例数

ムムム 438 独

ム 297 自

ム 1，076 異

ム 603 文

ムム 24 共

ム ム 20 
通
異

ムム 170 文

な
お
、
条
項
全
体
の
脱
落
(
或
い
は
増
補
〉
と
条
項
の
配
列
が
前
後
す
る
も

の
、
お
よ
び
条
項
内
で
条
文
が
前
後
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
表
に
計
上
し
て
い

h
t
k

、。

キ
恥
句
、
L
V以

下
、
ま
ず
各
本
の
独
自
異
文
に
よ
っ
て
そ
の
本
の
特
徴
を
見
、
次
い
で
共

通
異
文
に
よ
っ
て
四
本
の
類
別
と
系
統
を
考
え
て
み
よ
う
と
思
う
。
な
お
本
文

の
指
標
と
し
て
筆
注
倭
名
類
緊
抄
の
門
序
数
と
各
門
内
の
条
項
序
数
を
用
い
る
。

例
え
ば
「
八
三
日
革
」
は
細
工
具
八
十
三
の
十
七
番
目
の
革
条
の
意
で
あ
る
。

四

京
本
類
の
独
自
異
文

京
本
類
の
独
自
異
文
四
三
八
例
の
う
ち
、
特
に
例
が
多
い
の
は
、
和
訓
に
冠

せ
ら
れ
る
「
和
名
」

の
二
字
の
有
無
で
あ
る
。
こ
れ
は
例
え
ば
、

説
文
云
銅
附
胴
巾
腕
赤
金
也

の
「
和
名
」
二
字
が
京
本
類
で
は
脱
し
て
い
る
類
の
も
の
で
、
総
数
三
六
回
例

三
九
5
銅

に
及
ぶ
。
こ
の
「
和
名
」
二
字
は
和
名
抄
の
祖
形
に
は
存
し
て
い
た
も
の
と
推

定
さ
れ
る
所
で
あ
り
、
こ
の
一
事
を
以
て
し
て
も
京
本
類
中
の
い
ず
れ
か
一
本

(m) 

が
祖
形
に
最
も
近
い
と
す
る
説
は
成
り
立
た
な
い
。
こ
の
「
和
名
」
の
有
無
を

除
く
と
京
本
類
の
独
自
異
文
は
七
三
例
で
、
全
体
と
し
て
は
京
本
類
が
他
本
か

ら
特
に
離
れ
た
本
文
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
「
四
声
字
苑
」
を
「
字
苑
」
と
す
る

も
の
七
例
、
「
上
向
」
を
「
向
上
」
と
す
る
も
の
三
例
が
目
立
つ
程
度
で
あ
る
。

ま
た
三
五
ロ
舟
事
類
条
を
三
条
に
分
つ
の
も
こ
の
類
の
特
徴
で
あ
る
。

五

昌
平
本
の
独
自
異
文

昌
平
本
の
独
自
異
文
は
総
数
二
九
七
例
で
あ
る
。
昌
平
本
一

1
二
字
対
他
本

一f
、p
二
字
の
対
立
が
二

O
五
例
に
及
び
、
そ
の
殆
ん
ど
が
昌
平
本
の
誤
写
と
認

め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
特
徴
的
な
異
文
は
少
い
。

他
本
に
あ
っ
て
昌
平
本
に
の
み
見
ら
れ
ぬ
も
の
は
六
七
例
、
そ
の
う
ち
八
字

-14-

以
上
の
長
文
は
次
の
三
例
で
あ
る
。

四
六
日
一
穆
神
錦
繍
一
課
一
夜

八
八

3
震
髪
少
者
所
以
被
助
其
髪
者
也

八
八
日
細
櫛
十
一
絹
坤

ま
た
他
本
に
な
く
昌
平
本
に
の
み
あ
る
も
の
は
二
二
例
で
、
そ
の
う
ち
八
字

以
上
の
長
文
は
次
の
一
例
で
あ
る
。

五
一
日
酒
機
凱
何
回
…
醐

条
項
全
体
を
脱
す
る
の
は
一
条
(
九
五

3
桑
璽
)
、
他
に
入
二

6
撃
条
か
ら
八

二
日
曲
尺
条
ま
で
の
八
条
も
脱
し
て
い
る
。

他
本
に
無
い
条
項
は
次
の
一
条
で
あ
る
。

七
六

6
接
轍

楊
氏
云
l
l
細胞一隷一町一軍信一畑一世間一畑

ま
た
、

条
項
の
順
序
が
前
後
す
る
の
は
次
の
三
箇
所
で
あ
る
。



四
六
5
械
|
6
欄

八
一
日
檎
楚
l

M
樽

七
六
日
鐙
l

M
鐙
担
日
逆
担

十

/¥  

下
総
本
の
独
自
異
文

下
総
本
の
独
自
異
文
は
総
数
一

O
七
六
例
に
及
ぶ
。
下
総
本
に
は
余
り
他
本

に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
が
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
の
う
ち
特
に
顕
著
な
も
の
は
、

反
切
注
記
に
他
本
が
「
反
」
を
用
い
る
の
に
対
し
、
下
総
本
が
「
反
」
と
「
切
」

と
を
混
用
す
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下
、
下
総
本
が
「
切
」
を
用
い
る
も
の
を
類

別
し
て
例
数
を
挙
げ
る
。
挙
例
は
上
が
他
本
、
下
が
下
総
本
で
あ
る
。

一
五
六
例

イ列

三
五

1
舟
船

A
B
反
|
|
A
B
切
の
類
、

(
膿
)
蘇
遭
反
ー
ー
ー
蘇
遭
切

1 
例

一六
4
帆
竿

A
B
反
l
l
C
D
切
(
ま
た
は
A
D
切
・
C
B
切
)

古
寒
反
|
|
』
公
安
切

2 

の
類
、
二
六
例

音
A
|
|
B
C
切
の
類
、
六
例

3 
イ7U

=一五

1
舟
船

音
旋
|
1
i
市
専
切

倭名類家抄諸本の系統推定

イ列

一六

4
昨
恒

A
B
二
音
|
|
上
C
D
切
下
E
F
切
の
類
、

責
猛
二
音
|
|
l
土
砂
格
切
下
莫
梗
切

4 5 

そ
の
他
、
各
一
例

イ7U

ニ
六
ロ
撒

ニ
ハ
日
山
積

一
入
ロ
虹

三
九
3
錬

四
例

(
榛
)
奴
効
反
一
音
龍
|
|
如
照
切

藍
淡
反
又
音
温
l
l
力
暫
切

古
紅
反
又
古
双
反
|
|
古
江
古
双
二
切

力
凋
力
吊
二
反
1
1
1
力
凋
切

四一

9
繰

(
給
)
疾
陵
反
1
1
1
以
陵
似
登
二
切

ニハ

3
帆

音
凡
一
音
泥
1
1
1
扶
厳
扶
机
二
切
与
肌
同

三
ハ
ロ
撒

音
接
一
音
集
|
|
才
立
切
又
子
葉
切

四
十
5
火
精
(
璃
球
)
陽
'
健
三
?
|
徐
酔
切

七
回

7
鐸

音
尋
一
音
浬
l
l
徒
含
切

な
お
、
下
総
本
も
「
反
」
字
を
使
用
し
、
あ
る
い
は
類
音
注
に
よ
り
な
が
ら
、

他
本
と
注
記
形
式
の
異
な
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。

1 

A
B
反
与
C
同
|
1
1
音
C
の
類
、
七
例

1JU 

五
七
日
臨

乎
改
反
与
海
同
|
|
音
海

2 

音
与
A
同
|
|
!
音
A
の
類

ノ¥

例

イダリ

五
五
2
酔

15 

音
与
蘇
同
|
!
音
蘇

3 

音
A
!
lー

B
C
反
の
類

四
例

イタリ

七
一
一
辺
暦

音
歴
J
|
|
力
的
反

4 

A
B
二
音
|
|
上
音
A
下
音
B
の
類

1JU 

伊リ

五
三
口
鰻
鈍

葎
沌
二
音
|
|
上
音
揮
:
:
:
下
音
屯

5 

そ
の
他
、
各
一
例

イタリ

之
夜
反
又
之
石
反
|
|
之
夜
之
石
二
反

五
七
8
爽

七
六
日
鐙

都
割
反
|
1
l
音
澄

音
奴
一
音
那
|
|
l
庫
紅
反

次
に
挙
げ
ら
れ
る
特
徴
は
、
異
体
注
記
の
際
、
他
本
が
「
字
亦
作
」
と
す
る

七
八

8
鳥
龍

の
に
対
し
下
総
本
は
「
亦
作
」
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

三
六
日
植
野
王
案
椴
慧
蒜
議
大
船
努
板
也

の
「
字
」
字
が
下
総
本
で
は
省
か
れ
て
い
る
。
こ
の
種
の
も
の
は
五
四
例
見
ら
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れ
る
。ま
た
、
他
本
に
無
く
下
総
本
に
の
み
見
ら
れ
る
本
文
は
一
八
六
例
あ
る
。
そ

る
も
の
で
あ
る
。

の
ほ
と
ん
ど
が
和
名
抄
本
来
の
も
の
と
は
認
め
難
く
、
後
の
増
注
と
考
え
ら
れ

三
五

0
舟
類

四
一

2
縞

四一

9
嫌

四
二

3
純

四
五
8
補
指

五
四

1
麹

五
五

5
酋

五
七
日
購

五
七
日
膳

五
八

3
醤

五
八

6
鼓

七
十
6
麓
霊

七
三
日
長
万

八
字
以
上
の
長
文
を
挙
げ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

舟
之
由
切
船
也
朝
木
為
舟

以
済
木
通
今
或
以
舟
月
同

篇
云
l
有
文
絵
棚
槍
綜
也

(
轍
)
盟
札
制
一
鎚
縫

(批)一段
L
鰍
一
醐
紅
建
篇

南
博
雅

l
謂
之
招

よ
干
腹
韻
曾
上
声
養
韻

甘
大
暖
消
宿
食
主
塞
乱
食
令
人
有
顔
色
六
月
作
者
良
陳

者
入
薬
用
之
当
妙
令
香

味
甘
微
温
陶
隠
居
日
乃
云
謬
飴
皆
是
湿
糖
如
厚
蜜

者予
選
子
遣
三
切
腹

少
汁
也
文
作
煉
矯

酸
温
無
毒
陶
隠
居
日
亦
謂
之
醸
以
又
有
苦
味
俗
呼
為
苦

酒
不
可
多
食
之
損
人
肌
蔵

蹴
酸
陶
隠
居
日
多
以
豆
作
純
麦
者
少
今
此
当
是
豆
者
亦

以
久
者
弥
妙
又
有
肉

l
魚
皆
呼
為
臨
不
入
薬
用
治
飛

蛾
入
耳
l
濯
入
耳
即
出
繋
鼓
銅
器
於
耳
傍

味
苦
寒
無
毒
食
中
之
常
用
春
夏
天
気
而
和
蒸
妙
以
酒
漬

服
之
至
佳
康
伯
先
以
酷
酒
洩
蒸
暴
燥
以
麻
油
和

老
子
経
亦
有

務
物
之
文

或
説
云
劇
紛
一
一
一
畑
一
銭

七
二
一
泊
矛

玉
篇
云
l
鳳
候
酉
矛
有
四
尺
長
二
丈
建
兵
車

次
に
、
他
本
に
あ
っ
て
下
総
本
に
の
み
見
ら
れ
ぬ
本
文
は
三
九
九
例
に
及
ぶ
。

三
五

3
艇

そ
の
う
ち
八
字
以
上
の
長
文
を
挙
げ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

小
船
也
釈
名
云
二
人
所
乗
也

種
々
憐
戯
以
妙
音
声
歌
唄
讃
頚

禍
音
奴
答
反

字
亦
作
納

文
字
集
略
云
竹
弦
弓

説
文
云
桂
儲
足
械
也

い
ず
れ
も
下
総
本
の
脱
文
と
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

四
五
日
袷
衣

四
五
四
袴
奴

四
八
2
較
具

五
七
日
氷
頭

五
八

8
喜一

六
五

1
火
精

ハ七

8
筆
篠

六
九
日
柄

七
三

9
弾
己

七
五

7
械

以
上
、

李
善
日
袷
衣
無
禁
也

或
俗
語
抄

云
絹
狩
袴

上
音
士
口
巧

反
一
音
教

或
説
謂
背

為
皆
競
也

養
性
要
性
云
乾
葺
一
名
定
重
野
中
一
楚

而
得
生
火
諒
一
経

起
七
宝
塔
懸
諸
幡
蓋

16 -

二
ハ
辺
勝

条
項
全
体
を
脱
す
る
も
の
は
次
の
一

O
条
で
あ
る
。

ハ
十
4
大
般
市

六
六

7
火
筋

八
二

5
鋸

五
十
4
靴
帯

六
六

6
火
櫨

六
六

8
h電

ハ
八
日
磐

七
二
日
同
黄

八
四
日
青
璃

条
項
の
前
後
す
る
所
は
七
箇
所
で
あ
る
。

五一

5
醇

|
6酷

五
三
8
餅
勝

9
糠

七
日
飛
車
!
日
指
南
車

ハ六

3
燈
蓋

4
燈
童



九
五
ロ
鍋
l
U
絡
探

九
七
日
枕
|
日
械
蔚

九
六

6
幌
|

7
帳

条
項
内
の
条
文
が
前
後
す
る
の
は
次
の
四
七
条
で
あ
る
。

三
五
叩
梓
筏

一
六
日
舵

四
三

1
冠

四
六
日
畏
禎

五二一

8
餅
肱

五
八

1
塩

ハ
一
ロ
桶

七一

4
硯

七
六
日
鞍
杷

七
八
四
楠

八
五
9
銃
万

九
三
4
楯
子

ノ¥

1 
紬

一
八
却
鞍

四二一

5
帽
領

四
九
日
錦
蛙

五
五

1
醍
醐

五
八
日
胡
桃

ハ
一
口
茶
研

七
四
4
弦
袋

七
六

M
捌
碓

八
十
1
翠

八
九
8
浴
斜

九三一

5
灰
汁

七

C
本
の
独
自
異
文

倭名類褒抄諸本の系統推定

三
六

2
瞳

四
十
日
樟
喋

四
五

5
汗
杉

五
二

1
勝木

五
六
5
茄

五
九
7
鍋

ハ四

1
燈
燭

七
四

9
銅
鞘

七
六
拐
胃

八
三

1
万
子

九
十
2
匙

九
四
日
麻
苧

C
本
の
独
自
異
文
は
総
数
六

O
二
一
例
で
あ
る
。

一六

4
帆
竿

四一

9
練

四
五

7
襖
子

五
二

5
粥

五
六

9
菌
茸

六
十
2
壷

六
七
4
層

七
五

6
紐

七
七
3
旋
子

八
三

4
鋲

九
三
3
粟

C
本
の
本
文
の
特
徴
と
し
て
、
ま
ず
出
典
名
の
示
し
方
が
他
本
と
異
な
っ
て

他
本

い
る
も
の
が
若
干
挙
げ
ら
れ
る
。

C 
本

楊
氏
漢
語
抄

漢
語
抄

/¥ 
例

崖
馬
食
経

陶
隠
居

崖
馬
錫
食
経

六
例

た
だ
し
、
右
の
う
ち
、
崖
百
円
は
例
外
な
く
C
本
で
「
崖
馬
錫
食
経
」
に
作
る

陶
隠
居
本
草
注

四
例

が
、
他
は
C
本
が
「
楊
氏
漢
語
抄
」
「
陶
隠
居
」
と
、
他
本
と
同
じ
形
に
作
る
も

の
(
異
文
と
な
ら
ぬ
も
の
)
も
あ
る
。

次
に
挙
げ
ら
れ
る
特
徴
と
し
て
、
類
音
注
を
他
本
が
「
音
某
」
と
す
る
所
を
、

T列

六
十

1
樽

C
本
が
「
音
与
某
同
」
と
す
る
も
の
が
あ
り
、
全
部
で
一

O
例
見
ら
れ
る
。

音
尊
|
|
音
与
尊
同

ま
た
、
他
本
に
無
く
C
本
に
の
み
存
す
る
本
文
は
、
前
記
「
屋
市
内
錫
食
経
」

の
「
錫
」
お
よ
び
「
陶
隠
居
本
草
注
」
の
「
本
草
注
」
を
除
い
て
九
九
例
あ
る
。

五
八

0
塩
梅
類

そ
の
う
ち
八
字
以
上
の
長
文
を
挙
げ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

説
命
篇
云
若
作
和
嚢
爾
雅
|
|

17一

五
八

1
塩

五
九
4
銚
子

五
九
5
鐘
子

五
九
日
鈍

六
十
6
畳
子

ハ
十

8
匝

ハ一

8
碓

ハ
一
ロ
桶

六
一
口
茶
研

ハ
二
叩
歪

ハ一二

1
箱
僅

今
案
俗
呼
l

l
為
堅
塩

漢
語
抄
云

和
名
向
上

方
言
要
目
云
比
良
賀

奈
倍
今
安
宏
和
名

椀
即
畳
字
闘
相

遊
仙
窟
云
麟
踊
豹
胎
紛
論
於
玉
畳
肘
白
峰
山

或
説
云
此
器
有
柄
半

挿
其
中
故
名
半
挿
也

孫
佃
一
玄
程
一
耕
一
静
雄
一
議
碓
桓
也

俗
有
火

l
水
菜

ー
膜
!
等
之
名

茶
磁
子
俗
語
之
l
研

a
s
音
加
彦

俗

云

器

之

乃

宇
豆
波
毛
乃

今
案
僅
僅
依

方
円
異
名
也
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六
三

3
寵
他
本
に
あ
っ
て

C
本
に
の
み
見
ら
れ
な
い
本
文
は
、
前
記
「
楊
氏
漢

俗
用
茶
二
字
云
波

太
古
今
案
所
出
未
詳

次
に
、

語
抄
」

の
「
楊
氏
」
を
除
い
て
二
ハ
一
例
あ
る
。
そ
の
う
ち
一

1
二
字
の
も
の

八
字
以
上
の
長
文
は
次
の
四
例
の
み
で
あ
る
。

が
一
四
六
例
に
及
び
、

四
五
日
袴
奴

ハニ
4
柑

九
一
泊
甲
香

或
云
岐
奴
乃

加
利
八
可
万

或
日
一
鮎
壁
一
謹
一

今
案
木
謂
之

壷
瓦
謂
之

皆
使
益
芳
濁
焼
則
臭

五一

1
薬

条
文
全
体
を
脱
す
る
も
の
は
次
の
一

O
条
で
あ
る
。
八
四
日
鑑
子

八
六
日
圏
扇

九
一
幻
薫
寵

五
九

8
肇

八
二
一

6
漆

九
十
9
食
単

九
一
部
薫
憧

九
一

1
呑

六
四
7
簿
火

ま
た
他
本
に
無
く
C
本
に
の
み
あ
る
条
項
は
次
の
二
条
で
あ
る
。

九
一
泊
香
嚢

六
四

8
野
火

漢
書
陳
勝
伝
云
夜
|
|
岬
蹴
一
臨
時
判
官
九
州
一
欄
均
一
社
協
…
語

字
統
云
冊
一
鵡
一
糊
誠
一
保
…
開
畑
一
臥
説
孫
価
切
韻
云
焚
居
一
蹴

九九

14 13 
都。零
梁。陵
香。香

零
陵
香
条
と
都
梁
呑
条
は
他
本
で
は
傍
点
部
分
を
脱
し
て
い
る
。

同
云
零
陵
香
土
人
謂
為
燕
草

な
お
、

ま
た
、
栴
檀
香
、
甘
松
香
、
欝
金
香
の
三
条
は
他
本
で
は
全
く
脱
し
て
い
る

荊
州
記
云
都
梁
豚
有
小
山
t
上
有
清
浅

が、

C
本
で
は
条
文
は
無
い
が
標
目
の
み
を
載
せ
て
い
る
。

条
項
の
配
列
が
前
後
す
る
箇
所
は
次
の
五
箇
所
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
は

も
含
ま
れ
て
い
る
。

部
門
編
成
と
関
わ
り
の
あ
る
も
の
も
有
り
、
単
純
な
転
倒
と
は
言
え
な
い
も
の

六
三

1
相
鑑
|

|

2
麓
3
龍

ハ二一

4
苓
筈
|

|

5
籍
6
笛

ハ
人
目
撃
|
|
時
金
鼓

ハコ一

7
箪
1
1
8筈
9
簡

九
一
お
甲
香
|
|
担
百
和
香

条
項
内
の
条
文
が
前
後
す
る
も
の
は
次
の
一

O
箇
所
で
あ
る
。
こ
れ
ら
も
部

門
編
成
と
関
わ
り
の
あ
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。

五
人

1
塩

ハ一

6
肝
麺
杖

ハニ
3
蓋

ハ
二

5
瓶
子

ハ二

7
盆

ハ
二
日
謹

六
二
日
盃
蓋

六
三
叩
府
爪
簸

ハ
二
日
箕

七
二
ロ
議

/¥ 

偶
発
的
な
共
通
異
文

共
通
異
文
は
表
2
に
も
示
し
た
通
り

18 

(
京
本
類
・
昌
平
本
)
対
(
下
総
本
・

C
本
)

一七
O
例

(
京
本
類
・
下
総
本
)
対
(
昌
平
本
・

C
本
)

二

O
例

(
京
本
類
・

C
本
)
対
(
昌
平
本
・
下
総
本
)

四
例

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
共
通
異
文
の
中
に
は
、
必
ず
し
も
系
統
的
に
生
じ
た
と
は

言
え
な
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え
ば
京
本
類
は
和
訓
の

上
の
「
和
名
」
二
字
を
省
く
の
を
通
例
と
す
る
が
、

四
本
間
で
は
「
和
名
」

の

有
無
は
表
3
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
表
の
④
⑥
⑦
が
共
通
異
文
と
な
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
ら
は
本
来
①
の
形
の
対
立
で
あ
っ
た
も
の
が
、
京
本
類
と
は
別
個

に
他
本
で
も
「
和
名
」
が
脱
落
し
た
た
め
に
京
本
類
と
一
致
す
る
形
に
な
っ
た

も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

反
切
の
「
切
」
字
使
用
も
同
様
で
あ
る
。

四
本
間
で
「
反
」
|
「
切
」
の
対
立



を
示
す
例
は
表
4
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
②
が
共
通
異
文
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
は
下
総
本
と
は
別
個
に
昌
平
本
で
反
↓
切
の
変
化
が
起
き
た
も
の
で
あ
ろ

う

表
3 

「
和
名
」
の
有
無

⑧⑦⑥⑤④③②①  

和名 ナナナナナナナ
jJ¥ シシシシシシシ

ナシ 和名 ナシ 和名 和名 ナシ ナシ 和名 昌

和名 和名 和名 ナシ ナシ 和名 ナシ 和名 下

和名 ナシ 和名 ナシ 和名 ナシ 和名 和名 C 

例l
一一 aノ~\-

一一二三四六九四 数

表
4 

「
反
」
と
「
切
」

京

目
白

下

伊l

数

C 

① 

反

反

切

反

八

② 

反

切

切

反

倭名類家抄諸本の系統推定

表
5 

「
字
亦
作
:
:
:
」
の
「
字
」
の
有
無

⑤④③②①  

{子ナoz:子ナ手{ 尽シシ

字字字字字 正日ヨ

ナナ{十{子 下シシ シ

ナ字ナナ字 C シ シシ

{7U 
五

一一一一四 数

表
5
の
「
字
亦
作
:
:
:
」

の
「
字
」
字
の
有
無
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
異
文
対
立
は
共
通
異
文
で
は
あ
っ
て
も
系
統
的
に
生
じ
た
も
の
と

は
見
な
し
難
く
、
系
統
を
推
定
す
る
に
際
し
て
省
い
て
お
い
た
方
が
良
い
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
他
に
表
6
の
文
末
の
「
也
」
字
の
有
無
、
表
7
の
「
野

王
案
」
と
「
野
王
日
」
等
の
対
立
、
表
8
の
「
楊
氏
漢
語
抄
」
と
「
漢
語
抄
」

表
6 

文
末
の
「
也
」
の
有
無

ナ也ナナ也也ナ也ナ也 京シシシ シシ

也ナナ也也ナナ也ナ 也 昌シシ シシシ

ナ也ナ也ナ也也也也ナノ 下シシシ シ

ナナ也也ナ也也ナナ也 C シシ シ シシ

{71リ

一一二二三六八八一三 数
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表
7 

「
野
玉
案
」
と
「
野
王
国
」

{列

数

尽

昌

下

C 

案

案

案

案

目白書案案案案

云日日日臼案雲

日日日日吉田案

二一一二三

日日日案案日案
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表
8 

「
楊
氏
漢
詩
抄
」

ム 0000ム xxoxO:Oム 尽

000000 x x 0 x 0:0ム 昌

ム xx xム Oム xoxo:oム 下

Oム x0ム Oム xx 0ム Oム C 

例
二五六

一一一一一二二二二三四=ー 数

、
楊
氏
漢
語
抄

O
{
 
F

楊

氏

抄

:
「
楊
子
抄

〉
{
楊
氏

ム
漢
語
抄

等
の
対
立
も
同
様
に
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
種
の
も
の
を
除
く
と
四
本
間
で
の

共
通
異
文
の
例
数
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
(
京
本
類
・
昌
平
本
)
対
(
下
総
本
・

C
本
)

②
(
京
本
類
・
下
総
本
)
対
(
昌
平
本
・

C
本
)

③
(
京
本
類
・

C
本
)
対
(
昌
平
本
・
下
総
本
)

例
数
の
多
さ
か
ら
し
て
も
、
①
が
系
統
的
に
生
じ
た
共
通
異
文
を
多
く
含
み
、

一
四

O
例イ列

O 
例

②
③
は
偶
発
的
な
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
①
に
つ
い
て
は
次
節
以
下
で

検
討
す
る
。
②
の
(
京
本
類
・
下
総
本
)
対
(
昌
平
本
・

C
本
)

の
異
文
対
立

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

四
七
2
革
帯

五
十

1
履
植

8
属
軒

五
三

2
強
飯

9
糠

五
七
4
踊

七一

8
反
故

七
三

0
図
絵
具

七
三

M
矛

八
十
5
鍬

字馬
亦脳
作帯
櫨。波。
斯。
馬。
脳。
帯。

音。絵字見令。食。唐
謀。会。雲本欄宍韻
五損。朝熟十云
綜 令。也斤釘
也 :

補。
履。
下。

也

九
八
H
杷
帳

ま
た
、
③
の
(
京
本
類
・

C
本
〉
対
(
昌
平
本
・
下
総
本
)

去普
声麦
之反
重。又。
主立
日

狭
反

次
の
通
り
で
あ
る
。

四
六
叩
襲
積

六
十
I
樽

¥
一

q
J
h
J

ノ
一

I
'干

ハ
四

1
燈
燭

六
九
8
白
梯

七
三

H
鳴
箭

七
六
部
臨
頭

八
十
叩
鎌

支革龍。八当和瓢。樽祭
釣。頭。目。於。名也。与服
二也。鏑白並。 酒朝
音 梯度海服。
手毛各。
之異
比

の
異
文
対
立
は

京
下

昌
C

ア
リ

ナ
:ン

4宣

桓

ナ
、/

ア
リ

ア
リ

ナ
シ

ρ、
μ 

A 
口

β、
-p 

式

損

f貞

ア
リ

ナ
シ

ア
リ

ナ
:ン

ナ
:ン

ア
リ

- 20一

重

軽

京
C

昌
下

ア
リ

ナ
:ン

各

名

ア
リ

ナ
tン

ア
リ

ナ
シ

ア
リ

ナ
シ

目

有

ア
リ

ナ
tシ

釣

鈎



八
十
日
連
伽

下
音
加

ア
リ

ナ
、/

九
五
7
総

類
紙
節
也

類

類

九

共
通
異
文
|
|
互
い
に
異
な
る
も
の

以
下
、

一
四

O
例
に
及
ぶ
(
京
本
類
・
昌
平
本
)
対
(
下
総
本
・

C
本
)
の

対
立
を
、
互
い
に
本
文
の
異
な
る
も
の
、
京
本
類
・
昌
平
木
に
存
せ
ぬ
も
の
、

下
総
本
・

C
に
存
せ
ぬ
も
の
、

の
三
つ
に
分
け
て
見
て
行
く
。

初
め
に
、
互
い
に
本
文
の
異
な
る
も
の
を
挙
げ
る
。
第
一
欄
に
条
項
、
第

欄
に
下
総
本
・

C
本
の
形
で
本
文
を
摘
出
し
、
異
同
あ
る
箇
所
に
O
印
を
附
す

る
。
第
三
欄
は
上
に
下
総
本
・

C
本
、
下
に
京
本
類
・
昌
平
本
を
挙
げ
て
異
同

を
示
し
、
筆
注
倭
名
類
緊
抄
の
本
文
が
採
る
形
の
方
に

O
印
を
冠
す
る
。
第
四

欄
に
は
築
注
倭
名
類
緊
抄
に
於
け
る
扱
い
を
以
下
の
要
領
で
符
号
に
よ
っ
て
示

す。

+ 

京
本
の
本
文
を
採
ら
ず
、
下
総
本
・
広
本
の
本
文
を
採
用
し
て

い
る
も
の
、

お
よ
び
、
京
本
の
本
文
を
採
る
が
、
下
総
本
・
広

本
の
本
文
を
注
に
挙
げ
て
「
似
是
」
「
似
勝
」
等
の
評
語
を
加
え

倭名類緊抄諸本の系統推定

て
い
る
唱
も
の
。

。
京
本
の
本
文
を
採
り
、
下
総
本
・
広
本
の
本
文
は
注
に
挙
げ
る

の
み
で
評
語
の
無
い
も
の
。

京
本
の
本
文
を
採
り
、
下
総
本
・
広
本
の
本
文
に
つ
い
て
は
言

及
し
て
い
な
い
か
、
或
い
は
注
に
挙
げ
て
も
此
に
「
非
是
」
「
恐

非
」
「
誤
」
等
の
評
語
を
加
え
る
も
の
。

条
項

一六

9
窪
痔

庁

二
ハ
紅
一
再

四
十
日
銭
石

四
二

5
紗

四
五

6
蘭
杉

四
五
日
会

四
六
日
棒
裡

四
七
2
革
帯

四
人

1
艇

四
九
1
履

五
六

5
茄

五
七
2
鮪

五
七
日
暗

五
九
5
鐘
子

六
十
3
酒
蓋

ハ一

4
机

ハ七

5
露
盤

ハ
八
口
匿

六
八
日
火
舎

七
一

8
反
故

11 

本
文

蓬
備
二
音

舟
上
屋
也

洩
舟
中
水
之
斗
也

雑
薬
合
為
之

俗
音
射

奈
保
之

被
会
別
名
也

所
出
音
義

純
方
丸
鞘

未
着
銃
具

草
日
扉

文
選
停
云
詩

一
音
鷲

唐
韻
云

媛
酒
之
器

東
宮
旧
事

牙
像
脚
也

雲
夢
寺

俗
云
輪

俗
云
化
緒

以
反
故

写
書
数
千
巻

異
同

備

O 
牌

舟

O 
船

O
之
斗
l

O
合音

O 
Z玉

O 
保被
会

O
会
被

O
出

。
丸
O 
未
O
草-:z:;. 

ー

O
玄

O
鷲
O
云
O 
酒
O 
|日{象

O 
象

ヨ雪
コ~ミ

O 
霊

-:z:;. 

O
音

-:z:;. 

ー

O
音

反

O 
翻

写
書

l
O書
写

評
価。

斗
之

+ 

メL
l' 

+ 。
倍

+ 。
以

+ 

子L

+ 

味

+ 
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革

+ 

繋

+ 

日

+ 

頂

+ 

故

十。。O O 。十
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七
一
口
議

七
一
泊
算

七
三

8
角
弓

七
三
口
箭

七
五

6
桓

七
六

1
鞍

七
六
日
障
泥

七
六
白
轡

七
六
幻
楼
額

七
六
加
俸

七
六
お
槽

七
八

1
宋
網

七
八
日
稿

七
九
2
纏

八
十

1
型

八
十

2
鋤

八
十

3
肇主限

八
一

7
縄

八
二

0
木
工
具

八
三
日
革

八
三
日
蝋

八
六

4
璃

和和女。種。刃。宋和鑓沼ー即馬桓箭。亡。俗昌。
名名益 知之名鉛賀云。障。鞍。櫓。受耳云。廉
上。上。反 反縄。与。朴o 々。馬泥。也之弦反残反
同。向。 也舟。也岐軽也 紐処
同 也

権。字蘇上。蘇。久
衡又。杭巧各之
具作革。人反路
鴎也

Eヨ
fヨ

1
0曹

A 

O
音

O 
亡
O
箭櫓

O
橿

鞍

O 
鞍

O
障
泥
l

A 

O 
名

O 
々
O 
朴
与
舟
同

1
0馬
舟

高尾

O 
綱

O
刃i麗

O 
F麗

女

O 
必

上
同

l
O
向
上

上
同

1
0向
上

O 
路
O 
蘇上

O 
工

O 
革又

O 
亦

O 
権

巳日U泥
障

之林女洛落皮t昼

+ 

八
六
日
塵
尾

九
十

7
梓

+ 

九
十

8
油
単

+ 

九二一

8
紅
藍

九
四
1
機

九
六

2
幕

+ 

九
六

5
慢

九
六

7
帳

+ 

九
六
ロ
承
塵

九
七
1
衣
架

九
七
日
菌

+ 。

九
七
ロ
円
座

+ 

九
七
日
鎮
子

九
八

4
蓑

九
九
回
墳
墓

塵
音
玉

此
間
云

並
令
少
府

上
同
機
巧
之
処

六
幅
幕

万
多
良
万
久

此
間
音
長

承
塵
土
也

懸
衣
架

此
間
音
遁
久

此
間
云
円
座

玉

O
主

此
間

1
0俗

。

O
令

i斗
口

+ 

上
同

l
O
向
上

O 
巧

功

+ 

O
六

大

+ 

不

O 
多

+ 

此
間

l
O俗

。

O
土

ヱミ

十

御
衣

O
衣
架
l

+ 

此
間

1
0俗

。
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此
間

l
O俗

O 

方。蘇緑
言。禾。羅
云。反帯

緑

O 
縁

禾

O 
和

+ 

O
方
言
云
l
大
言
土

十

評
価
「
こ
の
う
ち
「
俗
云
|
俗
音
」
「
一
云
一
名
」
各
一
例
、
「
上
同
同

+ 

上
」
の
三
例
は
筆
注
の
校
訂
方
針
か
ら
言
え
ば
本
来
襲
注
中
に
下
総
本
・
広
本

の
本
文
を
挙
げ
る
べ
き
も
の
、
即
ち
評
価
「
0
」
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
。

+ 

十

+ 

共
通
異
文
|
|
京
本
類
・
昌
平
本
に
存
せ
ぬ
も
の

次
に
下
総
本
・

C
本
に
有
っ
て
京
本
類
・
昌
平
本
に
は
無
い
も
の
を
挙
げ
る
。

+ 

本
文
を
下
総
本
・

C
本
の
形
で
摘
出
し
、
京
本
類
・
昌
平
本
に
無
い
字
に
O
印



符
号
で
示
す
。

を
附
す
る
。
筆
注
倭
名
類
緊
抄
の
本
文
で
の
有
無
を
記
し
、
評
価
を
次
の
如
く

+ 。条
項

九六六五
8 13 4 7 
鉄構帆胴
落竿

三
九
9
鉄
精

15 
銭

四
十
2
玉

四
二

9
調
布

四
二
口
綿
紫

倭名類緊抄諸本の系統推定

四
回

1
轡

四
五

1
砲

四
九

1
履

五
五

4
乳
麹

五
六

9
菌
茸

五
六
日
膳

該
当
字
が
筆
注
本
文
に
採
ら
れ
て
い
る
も
の
、

お
よ
び
、
筆
注

本
文
に
は
無
い
が
注
に
挙
げ
て
「
似
是
」
と
評
語
を
記
す
も
の
。

該
当
字
を
注
に
挙
げ
る
が
評
語
の
無
い
も
の
。

該
当
字
を
注
に
挙
げ
な
い
か
、
或
い
は
、
注
に
挙
げ
て
「
非
是
」

「
恐
非
」
等
の
評
語
を
記
す
も
の
。

本
文

筆
、
証
本
文

戦
土
可
乗
之
軽
舟
也

下
古
寒
反

方
言
云

一
名
鉄
液

如
塵
者
也

音
義
云

現
謡
昆
達
二
音

頗
別
異

六
両
為
屯

上
音
如
才

一
云
朝
服

和
名
並
久
豆

此
間
云
乳
蹄
是
也

菌
有
木
菌
土
菌
石
菌

音
無
又
音
武

ナ
シ

ア
リ

ア
リ

ア
リ

ナ
、/

ア
リ

ア
リ

ア
リ

ア
リ

ア
リ

ア
リ

ナ
:ン

ナ
、/

ナ
シ

ナ
:ン

評
価O + 十+ 。+ 十+ + + + O 。+ O 

五
八

1
塩

五
人
口
胡
桃

五
九
1
鼎

五
九
9
紗
鑑

六
十

3
酒
蓋

ハ
一
日
酒
槽

六
二

3
聾

六
八
口
蓋

七
十
四
宝
倉

七
一
一
山
軸

七
=
一
泊
矛

七
五

6
紐

七
六

1
鞍

七
六
3
鞍
祷

七
六
訂
鞭

七
七
1
撃

八
一

5
鮒
錨

八
一
日
槍
楚

八
四
日
鐘

八
六
ロ
扉
撒

八
七
7
桝

九
一
3
浅
香

九
二
四
錯

堅
塩
岐
多
之

ア
リ

銅。和張
器。五驚
也。味使
之。西
宝域
器還
也時。
得
之

ナ
、/

ナ
、/

ア
リ

東
官
旧
事
云
漆
酒
蓋
一

如
今
之
酒
槽
也

字
亦
作
喜

又
有
白
蓋

一
云
神
股

又
見
車
具

釈
名
云

紐
橿
之
紐

蒋
紡
切
韻
云

巳
上
本
注

所
以
筆
馬
駆
遅
也

所
以
綴
鷹
狗
也

和
名
乃
之
加
太
乃
久
岐

俗
用
槍
曽
二
字

一
云
到
万

一
吹
大
撤
回

禽
合
升
斗
斜

不
甚
堅
者

所
以
縫
衣
具
也

ア
リ

ナ
シ

ア
リ

ア
リ

ア
リ

ア
リ

ア
リ

ア
リ

ア
リ

ナ
、/

ナ
tン

ア
リ

ア
リ

ア
リ

ア
リ

ア
リ

ア
リ

ア
リ

ア
リ

+ O + + + + + + + + 
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通以棟棟此。俗。設
俗食子子。問。以。錦。
文送中。 名。猫。草
云。人。有如。皮。敦
也隔 字。等。
之為。
器之。
也

ア
リ

+ 

九
七
6
草
敦

ナ
、/

+ 

九
七
日
菌

ナ
シ

。

九
七
日
箪

ナ
シ

。

九
八
3
棟
子

ナ
、/

九
八
3
根
子

ナ
、/

O 

九
八
3
嗣

九
八
M
肥
僕

ア
リ

+ 

こ
れ
ら
の
対
立
が
、
筆
注
倭
名
類
緊
抄
で
は
殆
ん
ど
京
本
・
昌
平
本
の
脱
落

と
見
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

十

共
通
異
文
|
|
下
総
本
・

C
本
に
存
せ
ぬ
も
の

次
に
京
本
類
・
昌
平
本
に
有
っ
て
下
総
本
・

C
本
に
無
い
も
の
を
挙
げ
る
。

本
文
を
京
本
類
・
昌
平
本
の
形
で
摘
出
し
、
下
総
本
・

C
本
に
無
い
字
に
O
印

を
附
す
る
。
筆
注
倭
名
類
粟
抄
の
本
文
で
の
有
無
を
記
し
、
評
価
を
符
号
に
よ
っ

て
次
の
よ
う
に
示
す
。

+ 

該
当
字
が
筆
注
本
文
に
無
い
も
の
、
お
よ
び
、
本
文
に
採
ら
れ

て
い
る
が
、
注
に
下
総
本
・
広
本
に
は
無
い
旨
を
記
し
、
「
似
是
」

等
の
評
語
を
加
え
て
あ
る
も
の
。

。
該
当
字
を
本
文
に
採
り
、
注
に
下
総
本
・
広
本
に
は
無
い
旨
を

記
し
、
特
に
評
語
を
加
え
て
い
な
い
も
の
。

該
当
字
を
本
文
に
採
り
、
注
で
は
下
総
本
・
広
本
に
つ
い
て
言

及
し
な
い
か
、
或
い
は
言
及
し
て
も
「
脱
」
「
恐
非
」
等
の
評
語

条
項
五
5
朕

五
6
蹄

四
五
日
裾
帯

四
九
日
履
履

五
十
5
履
系

五一

8
酎
酒

五
四
4
麺根

五
七
日
氷
頭

五
七
日
雑
蹄

ハ一

8
碓

ハ
一
日
捲

ハ二

6
滋
咽

ハニ一

6
答用

ハ五

4
燈
心

ハ
八

1
金
堂

ハ
八

3
食
堂

六
八

4
経
蔵

ハ
八

9
宝
櫨 を

加
え
て
あ
る
も
の
。

乃。氷又元於。延履。音。俗。俗。
言。頭云。岐因。喜之。与用。用。
云。者。儲乃。家。年。属。群平。高。
比食古 中也。岡田。瀬。
豆也 舟。舟。

兼
名
苑
云
碓
一
名
楠
音
的
魯
般
造
也

似
斗
属

今
案
俗
人
呼
大
桶
為
由
加
乎
介
是
弁

色
立
成
云
於
保
美
加

今
案
又
用
費
字
見
史
記

和
名
火
度
宇
之
美

楊
氏
云
仏
敵
金
堂
也
礼
堂
金
堂
前
名

楊
氏
云
食
堂
僧
食
処
也
寺
炊
嚢
処
謂

之
大
衆
屋
本
文
未
詳

白
氏
文
集
云
東
林
寺
経
蔵

訓
波
多
保
古

筆
注
本
文

ア
リ

ア
リ

ア
リ

ア
リ

ア
リ

ナ
てシ

ア
リ

ア
リ

ア
リ

ナ
、/

ア
リ

ナ
:ン

ア
リ

ア
リ

ナ
シ

ア
リ

ア
リ

ア
リ

ア
リ

評
価。。+ 。O 十
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七
十

木
綿

七一

3
墨

七
一
ロ
譲

七
一
日
戸
籍

七
二

3
燕
支

七
三
口
長
万

七
八

1
宋
網

八
三
日
竹
万

八
六

1
努

八
七

6
半
石

八
九

5
匝

九一

7
薫
陸
呑

九
一
日
龍
脳
香

九
四

5
綜

九
八

9
行
纏

本
草
経
云
・
・
・
・

以
松
柏
煙
和
腰
合
成

俗
人
云
去
声

古
以
版
紙
今
黄
紙

以
所
出
山
名
為
名
也

細
万
保
曽
太
知

統
閉
紘
附

言
以
竹
万
男
金
銀
薄
也

唐
第
品
天
子
玉
諸
候
象
大
夫
魚
震
文

又土
案。竹
宜木
作
梓

今機龍兼半
案。棲脳名在
俗楼。香苑其
編持者。注。外
商紙樹云
為交根
行者中
纏也乾
肥
也

ア
リ

ア
リ

ア
リ

ナ
シ

ア
リ

ア
リ

ナ
tシ

ア
リ

ア
リ

ア
リ

ア
リ

ア
リ

ア
リ

ナ
シ

ア
リ

こ
れ
ら
の
中
に
は
か
な
り
の
長
文
も
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
評
価
を

0

と
す
る
こ
と
は
被
斎
の
本
旨
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
の
多
く
を
後
の

倭名類要最抄諸本の系統推定

増
注
と
見
な
す
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
。

ま
た
評
価
「
こ
と
し
た
も
の
の

う
ち
「
展
系
」
「
半
石
」
「
匝
」
「
薫
陸
香
」
「
龍
脳
香
」
「
行
纏
」
の
例
は
筆
注
の

通
例
に
従
え
ば
評
価
0
で
あ
っ
て
然
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

二
ハ
ロ
牽
紋

な
お
、
下
総
本
・

C
本
に
無
い
条
項
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

唐
韻
云
l

l
自
殺
瑚
挽
船
縄
也

三
七
4
藍
聖

晋
書
云
胸
元
亮
所
乗
乃
是
|
|
精
一
時
間

内
典
云
有
宝
者
心
走
愛
感
旭
川
一
経

倶
舎
論
云
破
壊
l
l
是
無
間
同
類
露
目
蘇

千
手
経
云
若
為
降
伏
一
切
大
魔
神
者
当
於
駿
折
羅
手

+ 

ハ
八

5
宝
蔵

O 

ハ
八
日
宰
堵
婆

+ 

ハ
九
7
践
折
羅

。

ハ
九
四
裳

内
典
抄
云
慈
悲
一
切
衆
生
如
慈
母
故
服
裳
又
名
慈
悲
衣

。

七
十
8
玉
畿

日
本
紀
云

l
l
紅
足
掛
反

礼
記
云
祭
記
供
|
|
紅
謀
議
特
融
駐
日

+ 

七
十
四
犠
性

和
訓
の
無
い
条
項
が
多
く
、

後
人
増
補
の
可
能
性
も
残
さ
れ
て
い
る
。

。

十

系
統
の
推
定

以
上
見
て
き
た
こ
と
か
ら
知
れ
る
よ
う
に
、

四
本
を
類
別
す
れ
ば
図
3
の
I

25 -

で
示
し
た
形
、
即
ち
京
本
類
・
昌
平
本
と
下
総
本
・

C
本
と
に
分
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
系
統
に
つ
い
て
は
、

よ
り
詳
し
く
各
本
間
の
本
文
の
優
劣
を
判
断
す

+ 

る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
狩
谷
被
斎
の
筆
注
倭
名
類
緊
抄
の
評
価
を
援
用

し
て
以
下
の
論
を
進
め
る
。
そ
の
評
価
の
状
況
は
前
節
で
見
た
所
を
ま
と
め
れ

ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

京
本
類
・
昌
平
本
の
本
文
を
優
位
と
す
る
も
の
(
一
)

一九・
:
(
1
)

い
ず
れ
と
も
優
劣
を
記
さ
ぬ
も
の

(
O
)

四
八
・

:
(
2
)

下
総
本
・

C
本
の
本
文
を
優
位
と
す
る
も
の
(
+
)

七
一
二
:
・

(
3
)

下
総
本
・

C
本
の
方
に
優
位
の
本
文
が
多
い
。
筆
注
倭
名
類
緊
抄
は
京
本
を

底
本
と
し
て
い
る
た
め
、
京
本
の
本
文
が
有
利
な
取
扱
い
を
受
け
る
筈
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
共
通
異
文
に
於
て
は
下
総
本
・

C
本
が
優
位
と
認
め
ら
れ



て
い
る
例
が
多
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
京
本
等
は
系
統
的
に
は
末
流
本
文
で
あ
る
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と
見
て
も
大
過
は
無
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
図
3
の
I
の
系
統
図
の
う
ち
、

I

ー

c
、
I

d

は
除
か
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
残
る
I
l
b
、
I
l
e
、
I
l
f

の
い
ず
れ
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
念
の
た
め
、
下
総
本
或
い
は
C
本

る
こ
と
と
す
る
。

の
独
自
異
文
の
中
で
、
筆
注
倭
名
類
緊
抄
が
優
位
と
見
な
し
て
い
る
も
の
を
見

条
項

下
総
本
の
独
自
異
文
を
優
位
と
す
る
も
の
注
お
よ
び
校
講

四一

6
綾

五
三
目
結
願

五
七

H
氷
頭

八
六
ロ
扉
撒

黙
線
綾

1毘
臓
鮭
魚
也

四
例
:
:
:
(
4
)

筆
注
本
文
(
校
爵
)
旧
燕
作
就
:
:
:
今
従
下
改

(
校
講
)
旧
眼
靴
作
腺
:
:
:
今
従
下
総
本
改

(
筆
注
)
下
総
本
鮭
作
姓
依
龍
魚
部
注
所
載

此
作
鮭
似
是

次
大
撤
回
(
校
講
)
旧
次
作
吹
:
:
:
今
従
下
総
本
改

条
項

C
本
の
独
自
異
文
を
優
位
と
す
る
も
の

筆
注
本
文

注
お
よ
び
校
講

三
五

3
艇

二
ハ
日
舵

七
日
指
南
車

四
四
4
緩

四
五
加
布
衣
袴

四
五
目
樟

五
十

5
履
系

五一

2
前…

二
二
例
:
:
:
(
5
)

太
以
之

二
人
所
乗
(
筆
注
)
広
本
二
上
有
二
子
似
是

恐
惑

(
校
講
)
旧
脱
之
字
:
:
:
今
従
広
増

(
校
講
)
旧
惑
作
或
:
:
:
今
従
広
改

保
々
須
介
(
校
講
)
旧
作
保
己
須
介
:
:
:
今
従
広
本
改

(
校
講
)
旧
袴
下
有
也
字
:
:
:
今
従
広
本
欄

青
布
袴

須
万
之
毛
乃
(
校
講
)
旧
之
下
有
乃
字
・
・
・
・
・
・
今
従
広
本
剛

(
校
講
)
旧
履
作
履
:
:
:
今
従
広
本
改

皆
着
履

令
調
也

(
校
講
)
旧
欄
作
調
:
:
:
今
従
広
本
改

五一

6
酷

五
三
口
観
鈍

五
三
目
歓
喜
団

五
五

1
醍
醐

五
五
5
飴

五
人
口
胡
桃

五
九
6
鎗

ハ一

9
喧

七
一
日
軸

七
六

1
鞍

七
八

5
鼠
琴

七
人
口
餌

八
六
日
眼
視

九
一
日
迷
迭
香

制
肉
俗
云
糟
米
(
筆
注
)
広
本
米
作
交
似
是

(
校
講
)
旧
制
靴
作
割
:
:
:
今
従
広
本
改

唐
菓
子

得
四
升

為
之

得
之

(
校
講
)
旧
脱
唐
字
:
:
:
今
従
広
本
増

(
築
注
)
広
本
四
上
有
三
字
亦
似
是

(
築
注
)
広
本
為
之
作
煎
也
:
:
:
似
是

(
筆
注
〉
広
本
得
之
下
有
故
日
胡
桃
五
字
・
.. 

有
五
字
似
是

謂
之
鎗
飯
者
音
靴
也

趨
也
勝
於
少

俗
云
有

(
筆
注
)
広
本
者
音
詑
也
四
字

作
鎗
音
如
唐
是
愚
者
偏
見
当
字
在
寿
所

読
伝
欺
十
七
字
似
是

(
校
講
)
瞳
也
二
字
旧
脱
:
:
:
今
従
広
本
増

- 26-

(
校
講
)
旧
勝
作
牒
:
:
:
今
従
広
本
改

(
筆
注
)
広
本
無
云
字
似
是

乃
吏
反

一
云
鼠
弓
(
校
謁
)
下
旧
有
也
字
:
:
:
今
従
広
木
剛

(
筆
注
)
広
本
乃
作
仰
:
:
:
作
何
似
是

(
筆
注
〉
広
本
斉
作
斎
:
:
:
此
作
斎
者
似
是

以
上
の
例
数
に
よ
っ
て
、
図
3
の
I
の
各
系
統
図
に
於
け
る
推
定
祖
本
が
有

(
校
講
)
旧
迭
作
造
:
:
:
今
従
広
本
改

斉
王
迷
迭
香

す
る
優
位
お
よ
び
劣
位
の
本
文
の
数
を
算
出
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

ま
ず
、

I
i
b
の
場
合
、

(
1
)
と

(
3
)
と
は
い
ず
れ
も
優
位
の
本
文
を
祖

形
と
認
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
数
は
合
せ
て
九
二
例
と
な
る
。
一
方

(
4
)
(
5
)
は
い
ず
れ
も
優
位
の
本
文
を
と
る
こ
と
が
出
来
ず
、
従
っ
て
劣
位

の
も
の
二
六
例
と
な
る
。



次
に
、
先
に
除
か
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
た
I
l
c
お
よ
び

I
l
d
の
場
合
、

祖
形
が
優
位
の
形
を
採
り
得
る
の
は
(
1
)
の
一
九
例
の
み
で
あ
り
、

(
3
)
(
4
)

(
5
)
 
は
い
ず
れ
も
劣
位
の
本
文
を
採
ら
ざ
る
を
得
。
す
、
そ
の
数
九
九
例
と
な

る

I
l
e
の
場
合
は
、
祖
形
が
優
位
の
形
を
採
り
得
る
の
は

(
3
)
と

(
4
)

の
七
七
例
で
、

(
I
)
と

(
5
)
の
四
一
例
が
劣
位
と
な
る
。

I

f

の
場
合
は
、
祖
形
が
優
位
な
形
を
と
り
得
る
の
は

(
3
)
と

(
5
)

で
合
せ
て
九
五
例
、
劣
位
と
な
る
の
は

(
1
)
と

(
2
)
で
二
三
例
と
な
る
。

従
っ
て
、

四
本
の
系
統
は
、
劣
位
の
本
文
が
比
較
的
少
い
形
で
祖
形
を
推
定

で
き
る

I
l
b
お
よ
び

I

f

の
い
ず
れ
か
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ

の
推
定
系
統
図
を
改
め
て
示
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

山

ー
ー
京
本
類

l
」
「
ー
昌
平
本

祖
形
ー
ー
ム
「

|
I下
総
本

「
I
l
-
-
c
本

十

十
巻
本
巻
一

i
三
の
概
略

倭名類緊抄諸本の系統推定

十
巻
本
巻
三

1
六
に
於
け
る
四
本
の
系
統
の
推
定
は
上
に
見
て
き
た
如
く
で

あ
る
が
、
他
の
部
分
で
四
本
以
上
存
す
る
部
分
に
つ
い
て
も
概
略
を
示
し
て
お

く
先
ず
巻
一
及
び
巻
二
形
体
部
で
は
、
京
本
類
・
昌
平
本
・
尾
張
本
・
曲
直
瀬

本
・
下
総
本
の
五
本
が
存
し
、
共
通
異
文
の
例
数
は
表
9
の
よ
う
に
な
っ
て
い

表9

尽昌曲尾下 例数

① ムムム 46 

② ムム 14 

③ ムム 9 

④ ム ム 7 

⑤ ム ムム 3 

⑥ ムムム 2 

⑦ ムム 1 

7 

9 

@ 

③ 

46 

⑮ 

14 

図4

⑧ 

⑦ 

京

表10

京昌曲尾 @ 

ムム 55 

ム ム 3 

ムム 1 

京昌曲下 @ 

ムム 53 

ム ム 3 

ムム 3 

尽昌尾下 の
ムム 60 

ムム 2 

京曲尾下 @ 

ムムム 46 

ムム 17 

ムム 11 

ム ム 7 

昌白尾下 ⑧ 

ムム 15 

ムム 9 

ム ム 7 
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る
(
京
本
類
と
異
な
る
も
の
を
ム
印
で
示
す
)
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
京
本
類
・
昌

平
本
と
他
の
三
本
の
対
立
が
目
に
付
く
が
、
②
③
④
は
互
い
に
矛
盾
し
た
対
立

を
示
し
て
い
る
(
例
の
少
な
い
⑤
⑥
⑦
を
省
い
て
図
示
す
れ
ば
図
4
の
如
く
に

な
る
)
。
そ
こ
で
試
み
に
五
本
の
う
ち
か
ら
一
本
を
除
い
て
四
本
聞
の
共
通
異
文

を
数
え
る
と
表
刊
の
よ
う
に
な
り
、
。
の
曲
直
瀬
本
を
除
い
た
場
合
が
最
も
単

純
な
対
立
を
示
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
曲
直
瀬
本
が
混
橋
本
文
を
持
つ
と
推
定
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
曲
直
瀬
本
は
尾
張
本
・
下
総
本
の
系
統
に
属
し
、
部

分
的
に
京
本
類
系
の
本
文
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
曲
直
瀬
本
の
巻
三
・

四
が
純
然
た
る
京
本
類
で
あ
る
こ
と
も
此
と
関
連
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

次
に
、
巻
二
の
後
半
は
、
京
本
類
・
昌
平
本
・
曲
直
瀬
本
・
下
総
本
の
四
本
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半巻 後巻
京昌曲下 ま二 2十

で前 半二

ムム 53 30 83 

ム ム 3 9 12 

ムム 3 4 7 

表11が
存
す
る
が
、
異
文
の
例
数
が
少
い
の
で
、
巻
二
前
半
ま
で
を
尾
張
本
を
除
い

た
形
で
加
え
て
示
せ
ば
表
日
の
よ
う
に
な
り
、
矛
盾
す
る
対
立
が
目
立
つ
が
、

大
勢
と
し
て
は
京
本
類
・
昌
平
本
と
曲
直
瀬
本
・
下
総
本
と
の
対
立
が
顕
著
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

最
後
に
、
巻
三
居
処
部
に
つ
い
て
見
て
行
く
。
こ
の
部
分
で
は
京
本
類
・
昌

平
本
・
下
総
本
・

A
本
(
高
山
寺
本
)

の
四
本
が
存
す
る
。

(
京
本
・
昌
平
本
)
対
(
下
総
本
・

A
本
)

の
対
立
は
次
の
一
一
一
例
で
あ
る
。

た
だ
し
「
和
名
」
の
有
無
、
文
末
の
「
也
」
字
の
有
無
を
除
け
ば
一

O
例
で
あ

る

条
項

十
口
山
田
田

下
A

二
六

4
般

屋為和。穿。唐
楳。桟名。也。韻。
也非。末云
也。智

標

韻

A 
lJ 

二
七

H
房一

ア
リ
ー
ナ
シ

二
七
日
坊

ナ
シ
|
ア
リ

二
八

8
桟

ア
リ
ー
ナ
シ

キ菓

二
八
日
桁

二
八
日
棲

二
八
お
蔀

十
2
臓
一3
坊
門

三
二
3
椙

一
一
一
日
鎗

二
二
日
泊

有。印爾 H 野暖問。
大鎗雅非王障私。
輪之。注。也。案光唐。
田処云 云。者。韻。
泊用 也云。

。間音。
。私人・
0太漢。
。留話。
。木抄-
Zミ。

ア
リ
ー
ナ
シ

ナ
シ
|
ア
リ

ナ
シ
|
ア
リ

ア
リ
ー
ナ
シ

ナ
シ
|
ア
リ

也

之

こ
の
他
に
、
次
の
ご
条
は
京
本
・
昌
平
本
に
あ
っ
て
下
総
本
・

A
本
に
は
無

ナ
シ
|
ア
リ

L 、。

三
四

8
迫
羅

三
四

9
雁
歯

唐

韻

云

ー

ー

駐

漢

語

抄

云

糊

毛

白
氏
文
集
云
鴨
頭
新
緑
水
|
|
小
紅
橋

ま
た
、
次
の
二
箇
所
で
条
項
の
配
列
が
前
後
し
て
い
る
。

三
十

1
助
枝

1
1
2臆
3
壁
帯

の
対
立
は
次
の
八
例
で

二
八
4
疏
瓦
|
|
5
花
瓦

あ
る
。

た
だ
し
「
和
名
」

次
に
、
(
京
本
類
・
下
総
本
)
対
(
昌
平
本
・

A
本
)

の
有
無
を
除
け
ば
五
例
と
な
る
。

条
項

二
八
却
栴

二
八
お
欄
額

一一一

H
根

一
一
一
日
概

I! 

二
二
一
山
砲
道

三
四

5
土
橋

唐土。所俗和。和。和。
韻輩以云名。名。名。
云反止。巾。保披須
坦。 扇子古之美
也形多良岐
知沼
岐
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尽
下

昌
A

ナ
シ

l
ア
リ

ナ
シ

l
ア
リ

ナ
シ
|
ア
リ

巾

中

止

上

土

上

土日

地



三
四

7
梯

訓
上
同

向
上
|
上
同

ま
た
、
(
京
本
類
・

A
本
)
対
(
昌
平
本
・
下
総
本
)

の
対
立
は
一
例
で
あ
る
。

条
項

中
口
小

A

昌
下

比
之
於
城

こ
れ
ら
の
例
か
ら
推
し
て
大
勢
は
京
本
類
・
昌
平
本
と
下
総
本
・

A
本
と
が

二
九
3
女
堵

ナ
シ
!
ア
リ

対
立
し
て
い
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

十
四

結

三五
日口

以
上
巻
一

1
巻
六
全
体
を
通
し
て
見
れ
ば
、
京
本
類
と
昌
平
本
が
一
類
に
ま

と
め
ら
れ
、
下
総
本
そ
の
他
の
諸
本
と
対
立
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、
祖
形
と
の
接
点
は
後
者
の
範
囲
内
か
、
或
い
は
両
者
の
中
聞
に
在
る

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
概
略
を
図
示
す
れ
ば
図
5
の
如
く
に
な
ろ
う
。

諸
本
の
本
文
の
単
純
な
比
較
か
ら
は
、
京
本
・
松
井
本
・
書
陵
部
本
・
伊
勢

倭名類褒抄諸本の系統推定

ー
京
本

一
「
松
井
本

ゴ

1
書
陵
部
本

一
「
斗
|
伊
勢
本

一
一
「
曲
直
瀬
本
(
巻
二
一
・
四
)

二

ー

ー

ー

昌

平

本

町

下
l
i
l
-
-
曲
直
瀬
本
(
巻
一
・
一
一
)

祖
形

:
γ
|尾
張
本

T
I
l
l
-
-
下
総
本

γ
|
A
本
|
|
B
本

「
|

C
本

本
・
由
直
瀬
本
第
二
冊
お
よ
び
昌
平
本
の
六
本
に
つ
い
て
の
み
、
そ
の
系
統
的

な
共
通
祖
本
の
想
定
が
出
来
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
六
本
の
共
通
祖
本
と
他
の

諸
本
(
尾
張
本
・
曲
直
瀬
木
第
一
冊
・
下
総
本
・

A
本
・

C
本
)
と
の
関
係
は
、

各
本
が
相
互
に
重
な
り
合
う
部
分
が
少
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
明
確
に
系
統
立
て

る
こ
と
が
出
来
ず
、
図
5
で
は
一
応
各
本
対
等
の
形
で
並
列
す
る
に
と
ど
め
ざ

る
を
得
な
い
。

し
か
し
、
そ
れ
で
も
現
在
複
製
公
刊
さ
れ
て
い
る
京
本
・
松
井

本
・
伊
勢
本
等
の
本
文
の
み
を
以
て
倭
名
類
緊
抄
の
十
巻
本
に
つ
い
て
論
ず
る

」
と
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
は
知
れ
る
で
あ
ろ
う
。

注
l 

拙
稿
「
倭
名
類
緊
抄
二
十
巻
本
諸
本
の
類
別
」
国
語
と
国
文
学
五
三
巻
四
号
(
昭
和
日

年

4
月
)

29 -

2 

京
本
は
上
中
下
三
冊
の
う
ち
中
冊
の
み
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
、
他
は
現
在
所
不
明
、

転
写
本
の
み
伝
わ
る
。

伊
勢
本
は
神
宮
文
庫
蔵
、
二
十
巻
本
(
伊
勢
広
木
〉
と
の
取
り
合
せ
で
、
十
巻
本
は
巻

一一一

1
入。

尾
張
本
は
真
福
寺
蔵
。
巻
一
と
巻
二
の
中
途
ま
で
。
但
し
一
部
分
現
在
所
不
明
で
、
享

和
元
年
稲
葉
通
邦
摸
刻
の
版
本
と
し
て
伝
わ
る
。

以
上
は
馬
淵
和
夫
「
和
名
類
緊
抄
註
…
林
本
文
お
よ
び
索
引
」
所
収
。

松
井
本
は
静
嘉
堂
文
庫
蔵
。
完
存
。
川
瀬
一
馬
編
「
古
辞
書
叢
刊
」
所
収
。

室
田
陵
部
本
は
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
高
松
宮
家
本
。
「
史
料
と
研
究
」
八
号
に
高
橋
宏
幸
氏

の
紹
介
が
あ
る
。
本
稿
で
は
国
文
学
資
料
館
配
架
の
紙
焼
写
真
に
依
る
。

他
の
本
は
い
づ
れ
も
原
本
現
在
所
不
明
。
本
稿
で
は
次
の
転
写
本
に
依
る
。

昌
平
本

東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
南
葵
文
庫
本

曲
直
瀬
本

東
京
都
立
中
央
図
書
館
蔵
河
田
文
庫
本
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下
総
本

東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
黒
川
文
庫
渡
辺
氏
等
旧
蔵
本

曲
直
瀬
本
が
取
り
合
せ
本
で
あ
る
こ
と
は
、
注

4
お
よ
び
十
三
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、

3 

他
の
諸
本
と
本
文
を
比
較
す
る
と
、
巻
一
・
二
と
巻
二
一
・
四
と
で
は
、
曲
直
瀬
木
の
関

係
位
置
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
曲
直
瀬
本
自
体
で
も
第

一
冊
(
巻
一
・
二
〕
と
第
二
冊
(
巻
三
・
四
)
を
比
較
す
る
と
、
川
前
者
は
各
頁
八

1
十

行
と
、
一
面
の
配
行
数
が
一
定
し
な
い
が
、
後
者
は
ほ
ぼ
一
頁
八
行
で
一
定
し
て
い
る
、

凶
出
典
の
略
記
に
前
者
は
「
又
一
玄
」
を
多
用
す
る
が
、
後
者
は
他
の
諸
本
に
も
多
用
さ

れ
る
「
同
云
」
か
京
本
類
の
特
徴
で
あ
る
「
楊
氏
|
」
「
唐
」
等
の
形
を
用
い

る
、
間
前
者
で
は
真
仮
名
に
「
木
」
「
寸
」
「
土
」
「
一
二
」
「
也
」
を
用
い
る
が
、
後
者
で

は
用
い
な
い
1
1
1
1
等
の
相
違
が
あ
る
。

4 

京
本
類
五
本
の
揃
う
巻
二
一
・
四
に
於
け
る
双
立
独
自
異
文
と
双
立
共
通
異
文
は
表
ロ
の

通
り
で
あ
る
(
京
本
と
異
な
る
も
の
を
ム
印
で
表
わ
す
)
。
イ
は
三
節
以
下
と
同
様
の

基
準
に
依
っ
た
例
で
あ
り
、
ロ
は
出
典
略
記
・
標
出
字
略
符
・
真
仮
名
の
字
種
等
、
表

記
に
関
わ
る
相
違
を
数
え
た
も
の
で
あ
る
(
未
l
末
、
岐
岐
、
等
等
、
篇
|
薦
、

表12

京松書伊曲 イ ロ 言十

ムムムム 68 5 73 
独

53 10 63 ム
自

82 13 95 ム
異

19 。19 ム
文

188 13 201 ム

① ムムム 72 98 170 
共
② ムム 8 1 9 

通 ③ ムム 5 。5 
異 ④ ム ム 3 1 4 

文
⑤ ムム 2 。2 
⑥ ム ムム 2 。2 

表13

昌 京松

書陵部本 伊樹百本tι 瀬直本曲平 井 イ ロ 三十

本 本本

ム 40 66 106 

ム 28 16 44 

ム .... 41 16 20 

元
|
無
の
相
違
は
表
に
計
上
し
て
い
な
い
)
。
共
通
異
文
①
の
イ
に
よ
っ
て
、
五
本
が

京
本
・
松
井
本
と
書
陵
部
本
・
伊
勢
本
・
曲
直
瀬
本
の
二
類
に
類
別
さ
れ
、
ロ
に
よ
っ

て
そ
の
類
別
が
表
記
の
相
違
に
も
及
ん
で
い
る
こ
と
が
知
れ
る
。
共
通
異
文
①
を
さ
ら

に
昌
平
木
と
比
較
す
る
と
表
時
の
よ
う
に
な
る
(
日
田
平
本
と
異
な
る
も
の
を
ム
企
印
で

表
わ
す
)
。
昌
平
本
と
共
通
す
る
例
が
い
ず
れ
の
類
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
方

の
類
が
他
方
の
類
か
ら
出
た
と
す
る
考
え
は
否
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
四
節
で
述
べ
る
よ

う
に
、
京
本
等
五
本
は
「
和
名
」
の
脱
落
等
、
劣
位
の
本
文
形
態
を
示
し
て
お
り
、
他

の
諸
本
が
京
本
類
か
ら
派
生
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
図
2
の
如
き
類
別
と
系

統
が
想
定
さ
れ
る
。
な
お
書
陵
部
本
・
伊
勢
本
・
曲
直
瀬
木
の
三
本
の
系
統
的
関
係
は
、

表
ロ
の
共
通
異
文
②
③
④
が
互
い
に
矛
盾
し
、
い
ず
れ
も
例
が
少
な
く
、
さ
ら
に
曲
直

瀬
本
が
転
写
本
で
あ
り
誤
字
が
多
い
(
独
自
異
文
の
多
さ
が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
)

ー
ー
な
ど
の
た
め
に
、
し
ば
ら
く
三
本
並
列
の
ま
ま
に
し
て
置
か
ざ
る
を
得
な
い
。
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5 

必
ず
し
も
二
本
ず
つ
二
類
に
分
け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
る
が
、
双
立
異
文
の
状
態
に
よ
っ

て
判
断
で
き
る
。
例
え
ば
、
山
四
本
が
い
ず
れ
も
同
一
の
本
か
ら
直
接
写
さ
れ
た
場
合
、

共
通
異
文
が
現
れ
な
い
、

ω混
橋
本
文
を
持
つ
本
が
あ
る
場
合
、
共
通
異
文
が
一
種
類

に
限
定
さ
れ
な
い
、
等
。

6 

よ
り
厳
密
に
は
左
の
如
き
形
も
想
定
さ
れ
る
。

甲日

寸日

7 

川
瀬
一
馬
『
古
辞
書
の
研
究
』
(
昭
和
初
年
、
講
談
社
)

P
則。

8 

築
島
裕
「
図
書
寮
本
類
表
名
義
抄
と
和
名
類
家
抄
」
国
語
と
国
文
学
四

O
巻
七
号
(
昭

和
お
年

7
月)。

9 

築
島
裕
「
和
名
類
緊
抄
の
和
訓
に
つ
い
て
」
訓
点
語
と
訓
点
資
料
二
五
輯
(
昭
和
お
年



倭名類愛抄言者::$;の系統推定

3
Hバ)。

10 

mm
瀬
氏
前
掲
校

7
、
oam出
。

11 

以
地
問
抜
本
お
上
び
高
山
主
マ
よ
み
に
は
「
向
上
」
の
期
間
は
無
く
、
従
っ
て
和
名
抄
本
来
の
形
は

「
上
倒
」
で
み
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

12 

日間半
f

中
本
家
然
の
朝
刊
附
写
だ
け
で
な
く
、
家
機
晴
、
別
い
た
東
大
十
棋
の
誤
併
す
が
含
ま
れ
て
い
る

」
と
は
一
品
一
言
う
ま
で
も
な
い
。

~ 31 
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